
　 実 際 に 地 震 は ど こ で 起 こ っ て い る の で

し ょ う か 。地 震 学 者 た ち は 、日 本 列 島 周 辺

の 地 震 は プ レ ー ト の 境 界 と プ レ ー ト 内 部

で 起 こ っ て い る と 解 説 し て い ま す 。し か

し 、そ れ は 事 実 で し ょ う か 。上 の 4 つ の 図

は 、日 本 周 辺 で 起 こ る 地 震 の 分 布 を 、気 象
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地震はどこで起こっている?
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震源分布）を使用して、山形大学の川辺孝幸

教授から提供をうけたScat3D ソフトで分

布図を作成したものです（柴，2 0 1 3 ）。

　 上 の 図 は 、そ れ を 4 つ の 深 度 範 囲 ご と

に 示 し た も の で 、震 源 の 深 さ は 円 の ト ー

ンで、規模は円の半径で示していますが 、

こ こ で は 震 源 の 位 置 に 注 目 す る た め そ れ

ら の 凡 例 を 省 略 し ま す 。

　日本列島周辺では海溝と島弧にそって

図 1　深度 300 km ～最深 (681 km) の地震

図 3　深度 20 ～ 50 km の地震 図 4　深度 0～ 20 km の地震

図 2　深度 50 ～ 300 km の地震
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多 く の 地 震 が 発 生 し て い ま す が 、地 震 の

震源をこのように4 つの深度範囲でみる

と 、各 深 度 範 囲 に よ り 異 な っ た 分 布 の 特

徴 が 認 め ら れ ま す 。

　 深 度 3 0 0  k m ～ 最 深  ( 6 8 1  k m )  で 発

生 し て い る 地 震  ( 図 1 )  は 、小 笠 原 諸 島

の 南 か ら 伊 勢 湾 、を 通 り 日 本 海 の 大 和 堆

付 近 で 終 わ る 北 北 西 － 南 南 東 方 向 で 西

に 傾 斜 し た 地 震 が 直 線 的 に 分 布 し ま す 。

ま た 、千 島 海 盆 の 北 部 か ら 北 海 道 の 稚 内

付 近 ま で の び る 東 北 東 － 西 南 西 方 向 で 北

に 傾 斜 し た 分 布 が あ り 、日 本 海 盆 に も 震

源の分布があり、全体に「く」の字型に震

源 が 直 交 す る よ う に み え ま す 。こ の 深 度

範 囲 の 震 源 分 布 は い わ ゆ る 深 発 地 震 面 の

下部にあたり、上部の分布とは不連続で 、

異 な っ た 分 布 を し め し ま す 。

　 深 度 5 0 ～ 3 0 0  k m の 地 震  ( 図 2 )  は 、

い わ ゆ る 深 発 地 震 面 上 部 を 形 成 す る 震

源の分布をしめしますが、伊勢湾から豊後

水道の間の太平洋側 ( 南海トラフ) では深

発地震面に相当するものがみられません。

このことは、深発地震面に相当するプレー

ト 境 界 が な い と い う こ と に な る の で は な

いでしょうか。いわゆる東海 地 震 や 南 海 ト

ラ フ 地 震 は プ レ ー ト 境 界がないのに起こ

るのでしょうか。なお 、紀 伊 半 島 と 熊 野 灘

南 東 側 に は 小 規 模 な 震 源 の 分 布 が み ら

れ ま す 。

　 深 度 2 0 ～ 5 0  k m の 地 震  ( 図 3 )  は 、

島 弧 の 太 平 洋 側 の 大 陸 斜 面 に 分 布 す る も

の と 、東 北 地 方 の 日 本 海 側 大 陸 斜 面 と 稚

内 付 近 に 分 布 す る も の が あ り ま す 。し か

し 、島 弧 の 脊 梁 部 や 西 南 日 本 の 日 本 海 側

に は こ の 深 さ の 地 震 が ほ と ん ど あ り ま せ

ん。この地震のない範囲には、超低周 波 地

震 （ 図 で 水 色 で 示 し た も の ）が 多 く 発 生

し て い て 、そ れ は 火 山 帯 の 下 な ど に 分 布

す る 特 徴 が あ り ま す 。

　 地 震 は 塑 性 破 壊 に よ っ て 起 こ る 現 象 な

の で 、地 震 が な い 領 域 は 弾 性 体 も し く は

溶 融 状 の 物 質 か ら 構 成 さ れ て い る 可 能 性

が あ り 、火 山 帯 や 超 低 周 波 地 震 の 分 布 と

も ほ ぼ 一 致 す る こ と か ら 、島 弧 の 脊 梁 部

の 深 度 2 0 ～ 5 0 k m の 範 囲 に は 溶 融 する

マグマが存在する可能性があります 。
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　 深 度 0 ～ 2 0  k m の 地 震  ( 図 4 )  は 、島

弧 の 脊 梁 部 と そ の 周 辺 の 大 陸 斜 面 に 分

布 し ま す 。深 さ 1 0 k m 以 浅 の も の は と く

に 陸 域 と い く つ か の 地 域 に 集 中 し て 分

布 し 、1 0 ～ 2 0  k m の も の は 大 陸 斜 面 に

分 布 し ま す 。ま た 、海 岸 線 に そ っ て い く

つかの地域で地震の空白域が認めらます。

20 km 以浅の地震が島弧の陸域に分布す

る こ と は 、島 弧 の 大 陸 地 殻 上 部 に 地 震 が

多 く 起 こ っ て い る こ と に な り ま す 。

　 図 5 に 東 北 地 方 の 三 陸 沖 を 切 る 地 震

震 源 の 東 西 断 面 を し め し ま す 。こ こ で は

深 発 地 震 面 は 上 下 二 列  ( 二 重 深 発 面 )  を

な し 、上 面 の 上 方 端 は 海 溝 （ 図 5 の ▽ ）

で は な く 、深 海 平 坦 面 の 西 縁 付 近 に 延 長

さ れ ま す 。東 北 地 方 太 平 洋 沖 地 震 の 本 震

は 深 発 地 震 面 上 面 の 上 方 延 長 よ り も 海

溝側に分布し ( 図 5 の▼の深度 24 k m ) 、

海 洋 プ レ ー ト が 沈 み こ ん で い る と さ れ

る 日 本 海 溝 は さ ら に そ の 東 側 1 0 0  k m

以 上 の と こ ろ に あ り ま す 。

　 深 発 地 震 面 上 面 の 上 方 延 長 が 海 溝 よ り

陸側にあることは東北日本弧だけでなく 、

伊 豆 － 小 笠 原 弧 や 琉 球 弧 で も み ら れ る 事

実 で す 。深 発 地 震 面 上 面 が 海 溝 か ら 沈 み

こ ん で い な い の に 、海 洋 プ レ ー ト は 海 溝

か ら 沈 み こ ん で い る の で し ょ う か 。海 洋

プ レ ー ト の 沈 み こ み 帯 と 深 発 地 震 面 が 一

致 し な い の に 、海 溝 型 地 震 の 発 生 機 構 は

ど の よ う に 説 明 さ れ る の で し ょ う か 。

柴 　 正 博 （ 2 0 1 3 ）東 海 地 震 は い つ 起 こ

る か ？ 科 学 運 動 と 地 学 教 育 ，6 9 ，1 - 1 0 ．

図 5　三陸沖の地震分布の東西断面


